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皆
さ
ん
に
読
ん
で
ほ
し

い
小
説
や
エ
ッ
セ
イ
、
旅

行
記
や
絵
本
な
ど
、
バ
ラ

エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
だ
本
を

紹
介
し
ま
す
。

今月のおすすめ
野
山
の
鳴
く
虫
図
鑑

瀬
長 

剛
絵
／
文

　

日
本
で
季
節
の
風
物
詩
と
し
て
親

し
ま
れ
る
コ
オ
ロ
ギ
や
キ
リ
ギ
リ
ス

な
ど
の
直ち

ょ
く

翅し

類
と
よ
ば
れ
る
鳴
く
虫

を
、
季
節
と
環
境
ご
と
に
分
け
て
、

色
鉛
筆
の
細
密
画
で
紹
介
。
特
徴
や

成
虫
の
出
現
期
、
分
布
な
ど
の
デ
ー

タ
や
、
鳴
く
し
く
み
な
ど
を
取
り
上

げ
た
コ
ラ
ム
も
収
録
。 

（
偕
成
社
）

作
家
名
で
わ
か
る
逆
引
き
美
術
館
手

帖
　

作
家
（
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
）
名
を
基

に
、
そ
の
作
家
の
見
る
べ
き
作
品
が

日
本
の
ど
こ
の
美
術
館
に
あ
る
か
を

知
る
こ
と
の
で
き
る
案
内
書
。『
家

庭
画
報
』
が
厳
選
し
た
79
美
術
館
・

53
作
家
を
紹
介
す
る
。「
美
術
館
を

も
っ
と
楽
し
む
Ｑ
＆
Ａ
」
も
掲
載
。

（
世
界
文
化
社
）

債
券
と
国
債
の
し
く
み
が
わ
か
る
本 

久
保
田 

博
幸
／
著

　

金
利
っ
て
な
に
？ 

利
回
り
は
ど

う
や
っ
て
調
べ
る
？ 

債
券
を
動
か

す
の
は
誰
？ 

債
券
と
金
利
の
超
入

門
か
ら
、
日
本
国
債
の
近
未
来
、
債

券
投
資
の
ル
ー
ル
ま
で
、
債
券
の
基

本
を
会
話
形
式
で
わ
か
り
や
す
く
解

説
。 

（
技
術
評
論
社
）

も
り
の
お
ば
け

か
た
や
ま 

け
ん
／
さ
く
・
え

　

僕
は
弟
と
森
の
中
ま
で
か
け
っ

こ
し
た
。
先
に
森
に
着
い
た
僕
だ

け
ど
、
森
の
中
は
暗
く
て
、
薄
気

味
悪
い
。
僕
は
も
う
、
怖
く
て
怖

く
て
、「
お
ー
い
」
っ
て
、
呼
ん

で
み
た
。
そ
し
た
ら
、
森
の
奥
か

ら
、「
お
ー
い
」
っ
て
言
い
な
が

ら
お
ば
け
が
と
ん
で
き
て
、
僕

は
、
お
ば
け
に
と
り
か
こ
ま
れ
て

し
ま
っ
た
。
暗
い
森
の
中
で
起
き

た
ち
ょ
っ
と
怖
い
お
話
。

（
福
音
館
書
店
）

Vol.Vol.6666

香
取
遺
産

香
取
遺
産

　

山
倉
地
区
に
鎮
座
す
る
山
倉
大

神
は
、
市
内
外
か
ら
広
く
参
詣
者

が
訪
れ
る
当
地
随
一
の
古
社
で
す
。

　

特
に
、
12
月
第
1
日
曜
日
に
行

わ
れ
る
初は

つ

卯う

大
祭
は
、「
山
倉
の

鮭
祭
り
」（
県
指
定
無
形
民
俗
文

化
財
）
と
し
て
有
名
で
、
多
く
の

人
で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。
栗
山
川
支

流
に
遡そ

上じ
ょ
う

し
て
き
た
鮭
を
献
納
す

る
祭
り
で
、
そ
の
謂い

わ

れ
は
諸
説
が

あ
り
定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

神
前
に
献
じ
る
鮭
は
、
古
来
よ
り

「
竜
宮
神
献
の
御
鮭
」
と
し
て
伝

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

江
戸
後
期
の『
下
総
名
勝
図
絵
』

で
も
「
御
神
事
十
一
月
中
の
卯
の

日
な
り
。
疫
病
を
悩
む
も
の
此
の

神
を
祈
り
て
霊
験
す
み
や
か
な
り
。

十
一
月
祭
礼
の
頃
、
鮭
お
の
づ
か

ら
上
る
。
是
を
獲
た
る
人
、
山
倉

に
持
ち
行
く
に
、
そ
の
人
を
祭
礼

の
上
席
に
居
ら
し
め
て
饗
応
す
る

古
例
な
り
」
と
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

本
殿
（
市
指
定
文
化
財
）
は
安

永
7
年
（
1
7
7
8
）
3
月
5
日

建
立
、
木
造
銅
板
葺
、
本
殿
と
拝

殿
の
間
を
幣
殿
で
繋
ぐ
、
権ご

ん

現げ
ん

造づ
く
り

と
も
呼
ば
れ
る
複
合
施
設
で
す
。

　

社
伝
に
よ
れ
ば
、
山
倉
大
神
の

創
建
は
、
弘
仁
2
年
（
8
1
1
）

辛
卯
の
霜
月
（
旧
暦
十
一
月
）
初

卯
の
日
で
、
こ
の
地
方
に
疫
病
が

流
行
し
た
際
に
、
ご
祭
神
を
勧か

ん

請じ
ょ
う

し
た
と
さ
れ
ま
す
。
現
在
の
主
祭

神
は
高た

か

皇み

産む
す
び

霊の

大お
お

神か
み

、
配は

い

祀し

神し
ん

は

建た
け

速は
や

須す

佐さ
の

男お
の

尊み
こ
と

、
大お

お

国く
に

主ぬ
し
の

尊み
こ
と

で
す
。

　

明
治
以
前
ま
で
は
、
当
地
の
山

倉
山
観
福
寺
が
別
当
を
務
め
、
本

尊
で
あ
る
大
六
天
王
が
本ほ

ん

地じ

仏ぶ
つ

と

し
て
祀
ら
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、

「
山
倉
大
六
天
」
な
ど
と
知
ら
れ

て
い
ま
し
た
。
山
倉
大
神
を
称
す

る
の
は
明
治
3
年
（
1
8
7
0
）

か
ら
で
、
神
仏
分
離
に
よ
り
大
六

天
王
が
観
福
寺
に
遷
座
さ
れ
た
後

に
な
り
ま
す
。
拝
殿
中
央
に
掲
げ

ら
れ
た
文
政
9
年
（
1
8
2
6
）

寄
進
の
社
号
額
に
も
「
大
六
天
王

宮
」
と
あ
り
ま
す
。

　

山
倉
大
神
は
、
か
つ
て
代
参
講

に
よ
り
、
東
京
や
横
浜
な
ど
の
講

中
の
崇
敬
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

　

そ
れ
は
境
内
の
寄
進
物
な
ど
か

ら
わ
か
り
ま
す
。
例
え
ば
、
額
殿

に
は
心
力
元
講
、
賽
銭
箱
や
手
洗

石
に
は
昭
和
講
、
神
輿
殿
は
江
東

講
な
ど
の
講
名
が
記
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
他
多
数
の
額
な
ど
が
講

中
に
よ
り
奉
納
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
江
戸
東
京
火
消
（
消
防

組
）
の
奉
納
額
な
ど
も
残
さ
れ
て

い
ま
す
。
消
防
組
が
参
詣
し
た
理

由
は
不
明
で
す
が
、
地
元
の
人
に

よ
る
と
、
刺さ

し

子こ

を
着
た
消
防
組
が

「
木き

遣や

り
」
を
歌
い
な
が
ら
行
列

を
組
ん
で
社
殿
に
参
拝
し
た
こ
と

も
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

問
い
合
わ
せ

生
涯
学
習
課 

☎
（50）
1
2
2
4

古来より伝わる鮭献納の神事古来より伝わる鮭献納の神事
「山倉大神」

▲「山倉神社略縁起」（明治24年伊藤泰歳編）より

　香取神宮から、北東に約12㎞の
位置に鹿島神宮があり、そこから
東に約9㎞の位置に息栖神社があ
ります。この三社は「東国三社」
と呼ばれ、古くから人々の信仰を
集めておりますが、地図上で本殿
が建っている場所を線で結ぶと、
直角二等辺三角形になります。
　通常、神社の本殿は南、あるい
は東に向けて建てられています
が、香取神宮は南、鹿島神宮は北、
そして息栖神社は西を向いていま
す。本殿が、北や西に面している
神社は珍しく、この三社は霊峰「富
士山」の位置を基に、未知なる自
然エネルギーを取り込むため、相
互の位置関係を計算して建立され
たという説もあります。
　最近、若者の間で「パワースポッ
ト」がブームですが、巨大地震の
影響で「要

かなめ

石
いし

」が話題になります。
その昔、地震の原因とされていた

地中の巨大ナマズを制するため
に、香取と鹿島の神々が巨大な石
棒を地面に差し込んだという言い
伝えです。この要石、地表に出て
いる部分は十数㎝ですが、あの水
戸光圀公（水戸黄門）が香取神宮
を参拝した際、家臣に石の周りを
掘らせたところ、1週間掘り続け
ても石の根元を見ることができな
かったそうです。文明が発達した
現代だからこそ、神秘的な物事に
関心が集まるのかもしれません。
　先日、香取神宮を舞台に「かと
り縁結び大作戦」と題して、第1
回目の婚活イベントを開催したと
ころ、集まった男女30組の内、め
でたく5組のカップルが誕生する
という幸先の良いスタートとなり
ました。
　現在の会員は、約250名。新た
なパワースポットに、内外から大
きな期待が寄せられております。

市長歳時記

　佐原第三中学校3年生約40人が参加
したサツマイモ掘りが、10月18日に同
校前の畑で行われました。この日は、
5月の下旬に苗を植え、育てたサツマ
イモを収穫。長さが50㎝近いイモや1.5
㎏を超えるイモも収穫され、大満足の収穫体験となりました。
　また、収穫したサツマイモを使った収穫祭が、11月1日に同校で
行われ、生徒たちは、スイートポテトやいもようかんを作り、自分
たちで収穫したサツマイモをおいしくいただきました。

穫の喜び、食べる喜び
佐原第三中学校サツマイモ収穫体験収

▲イモ料理を協力し合って作ります

でっかいおいも、とったどー！▶


